明治期の大審院民事判決原本にみる芸娼妓関係判決（2） by 村上,一博






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































明治大学　法律論叢 90巻 4・5号：責了 book.tex page345 2018/02/27 18:21
明治期の大審院民事判決原本にみる芸娼妓関係判決（2）（村上）
求ニ付作リタルモノハ縦令其請求権ハ未必条件ニ繋ル場合ト雖モ公証人カ執行力
アル正本ヲ付与スルコトヲ妨ケス何トナレハ法令中此ノ如キ制限規定存セサルノ
ミナラス若シ条件ノ成否ニ付公証人ノ判断ニ失誤アランカ当事者ハ執行文ノ付与
ニ対スル異議ヲ申立テ以テ之ヲ匡正スルヲ得ヘキコト民事訴訟法第五百六十条第
五百二十二条第五百六十二条ノ規定ニ徴シテ明ナレハナリ然レハ則チ所論ノ事項
ハ若シ之ヲ主張セント欲スレハ請求ニ関スル異議ノ一事由タルニ過キサルコト明
ナルヲ以テ必スヤ他ノ事由ト同時ニ主張スルヲ要スルコトハ同法第五百六十条及
ヒ第五百四十五条第三項ノ規定スル所ナリ然レハ則チ上告審ニ於テ新ニ之ヲ主張
スルハ失当タルコトヲ免レス
上来判示スル如クナルヲ以テ民事訴訟法第四百五十二条及ヒ第七十七条ノ規定ニ
従ヒ主文ノ如ク判決ス
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